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 要  旨 
一般的なデジタルカメラやフィルムカメラで撮影したとき，出来上がった写真が自身の想像と
異なり，落胆することは少なくない．特にカメラで逆光のシーンを撮影すると，光源の周りはほ
とんど白色になり，陰になってしまった被写体はほとんど黒色になってしまう．これは実際に人
間が認識することができる光の強さの幅は広く，写真が表現できる光の強さの幅が狭いために生
じる差が一因であることが知られている．この認識できる幅をダイナミックレンジ（DR）と呼ぶ． 
近年のデジタルカメラの普及とそれに伴った画像処理技術の発展により，より人間の視覚に適
した画像生成法が提案され，このDRの差を埋めるための技術も，ハイダイナミックレンジ（HDR）
合成としてよく知られている．この技術は，CCDなどの撮像素子に入射された光の強さから画像
に生成するまでの過程をモデル化し，同じシーンを露光時間を変更して撮影した複数枚の入力画
像からカメラ内部での変換特性を推定することで入射された光の強さを推定する技術である．し
かし，この合成法はカメラが動いてしまい，撮影をする際に移動する物体がシーンの中に入り込
むと，うまく合成できない． 
本研究では，この HDR 合成技術の前提であるカメラとシーンの固定に対して，画像を境界ご
とに切り分けてそれぞれを別々の領域とする領域分割法と，撮影された位置のずれを画像の特徴
から修正する画像位置あわせ技術を用いてアプローチする．画像位置あわせ技術では，画像の差
分を誤差として最小化する手法を用いて，それぞれの画像から二枚の画像の幾何学的な関係を推
定する．その際，計算をする画像の誤差情報を用いて，誤差を画像全体からと，領域分割したそ
れぞれの領域から計算を行う．移動物体の箇所は画像の中で局所的に誤差が増大しており，分割
領域の全域に誤差が発生していることを利用して，誤差の二乗平均をそれぞれ比較することによ
って，位置あわせと同時に移動物体検出を行い，HDR合成を行った．また，明るさの違いによる
位置あわせの精度低下を避けるため，HDR合成の出力結果に対し位置合わせを行う手法について
も合わせて提案し，それぞれについてよりよい結果が得られるか検証した． 
本提案の有効性を示すために，実際にデジタルカメラを用いて撮影されたシーンを用いて，移
動物体を含む HDR 合成を行った．実験結果により，移動物体を含むシーンを手持ちカメラで撮
影した場合にでも，良好に合成できることを示した．今後，移動物体を含むようなシーンにおい
ても手持ち撮影でHDR合成を行うことができると期待される。 
 
